
　

会
員
に
親
し
ま
れ
、
頼
り
に
さ
れ
て
来

た
会
報
「
シ
ル
バ
ー
酒
田
」。
新
聞
で
世

間
の
事
を
知
る
様
に
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
す
。
会

報
は
語
る
相
手
が
魂
の
通
じ
る
会
員
の
為

の
も
の
で
す
。
昭
和
62
年
７
月
に
創
刊
し
、

実
に
34
年
間
、
発
展
し
、
変
容
し
、
先
人

達
の
努
力
の
積
み
重
ね
で
創
刊
１
０
０
号

を
迎
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
﹃
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
﹄

又
、
現
在
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
々
に
対
し
て
も
共
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

私
共
会
員
は
仕
事
の
経
験
を
積
み
上
げ

た
60
歳
以
上
の
方
々
で
す
。
こ
の
年
齢
に

な
る
と
適
当
な
仕
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
人
材
の

宝
庫
で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
理
事
長

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。︵
シ
ル
バ
ー

酒
田
58
号
に
よ
る
︶
感
謝
さ
れ
、
そ
の
上

お
金
を
も
ら
え
る
な
ん
て
、
経
験
を
結
集

し
最
高
の
仕
事
が
出
来
た
ら
幸
せ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
も
会
員
同
士
が
会
話
す
る
雰
囲
気

で
会
報
を
末
永
く
利
活
用
す
る
事
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
百
号
を
寿
ぐ

前
理
事
長
　
伊
藤
　
興
彌
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令
和
３
年
度
総
会
は
、
６
月
17
日
午
後

１
時
30
分
よ
り
、
ア
ト
ラ
ー
ム
酒
田
︵
酒

田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
︶
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
来
賓
を
招
か

ず
、
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
も
取
り
止
め
、

総
会
の
み
時
間
を
短
縮
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
軽
部
芳
和
副
理
事
長
が
開
会
宣
言

を
行
い
、
土
井
一
郎
理
事
長
の
挨
拶
︵
左

記
に
要
旨
掲
載
︶
に
続
き
、
10
年
精
励
会

令
和
３
年
度
定
時
総
会
報
告

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
縮
小
さ
れ
た
定
時
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
古
い
話
で
恐
縮
し
ま
す
が
、
我

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な

考
え
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
目
的
使
命
と
は
。
昭
和
58
年
12
月
の

設
立
趣
意
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

高
ら
か
に
謳
っ
て
お
り
ま
す
。

「
定
年
退
職
後
あ
る
い
は
同
等
の
高
齢
者

が
自
ら
の
生
き
が
い
の
充
実
と
社
会
参
加

の
為
に
、
自
ら
の
経
験
と
技
術
を
生
か
し

た
い
と
希
望
す
る
人
が
集
ま
り
、
そ
の
就

業
を
通
し
生
き
が
い
事
業
と
し
て
す
す
め

る
も
の
で
あ
る
」
と
、「
さ
ら
に
は
セ
ン

タ
ー
と
会
員
は
、
高
齢
者
に
合
っ
た
補
助

的
、
短
期
的
な
就
業
機
会
を
拡
大
し
併
せ

て
高
齢
者
の
生
活
感
の
充
実
と
健
康
を
維

持
し
、
お
互
い
の
友
情
を
深
め
る
も
の
で

あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
節
に
は

注
釈
は
い
ら
な
い
ほ
ど
、
目
的
が
簡
潔
明

瞭
に
表
現
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
一
節
を
持
っ
て
き
た
か
と
い
う
と

今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
将
来
が
予
測
で
き

ず
、
閉
塞
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
打
ち
破
る
に
は
、
初
心
に

帰
り
道
外
れ
ず
、
ま
い
進
す
べ
き
で
あ
ろ

う
と
信
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
い
く
す
え
の
見
方
は

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
く
し
て
経
済
正
常
化

な
し
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
酒
田
市
で
も

員
へ
の
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
後
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
西
岡
悠
一
さ
ん
よ
り

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
退
任
さ
れ

た
伊
藤
興
彌
前
理
事
長
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し

た
。
そ
の

後
、
出
席

出
来
な
か

っ
た
ご
来

賓
よ
り
の

メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
に
阿
部
節
子
さ
ん
が
選

ば
れ
、
議
決
権
を
有
す
る
会
員
７
４
７
名

︵
委
任
状
を
い
た
だ
い
た
方
７
２
２
名
︶

の
出
席
者
で
総
会
は
成
立
し
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。
最
初
に
報
告
事
項
で
は
、
①

令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
に
つ
い
て
②
令

和
２
年
度
収
支
補
正
予
算
書
に
つ
い
て
③

令
和
３
年
度
事
業
計
画
書
に
つ
い
て
④
令

和
３
年
度
収
支
予
算
書
に
つ
い
て
、
髙
橋

事
務
局
長
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
事
項
は
、
①
第
一
号
議
案　

令
和

２
年
度
決
算
書
類
の
承
認
に
つ
い
て
、
事

務
局
長
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
説
明
の

後
、
伊
藤
監
事
が
監
査
報
告
書
を
読
み
上

げ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
も
無
く
、
第

一
号
議
案
は
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
が
あ
る
た

め
、
今
年

度
の
総
会

も
早
め
の

閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
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I
I
I
I
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I
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徐
々
に
接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
下
で

あ
り
ま
す
。
進
展
に
よ
っ
て
大
勢
が
決
ま

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
抱
負
は
何
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は

何
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま

ず
は
「
法
人
そ
の
も
の
が
生
き
延
び
る
」

こ
と
が
引
き
続
き
の
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
次
の
飛
躍
の
た
め
に
１
事
業
へ

の
挑
戦
、
２
事
業
の
調
査
研
究
な
ど
、
未

来
を
見
据
え
て
、
体
質
強
化
を
図
る
こ
と

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
考
え
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

初心に帰りまい進しよう

理事長

土　井　一　郎

理事長ごあいさつ
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事 故 報 告 令和３年６月30日現在労災事故

発生日時 発生状況 原因と対策
令和３年
２月12日
67歳男性

施設の送迎車両から降りた利用者の手
を取り介助しながら歩いている時、施
設玄関前の段差で利用者がバランスを
崩し後ろに倒れ、支えきれずに一緒に
転倒。後頭部を打ち脳震盪をおこした。

・・就業先と相談し、業務内容を見直す。
歩行不安定者の介助をする際には他
の職員にも声を掛け一人で介助する
ことのないようにする。

令和３年
３月19日
68歳女性

調理場で真空パック状の食品を鍋で湯
煎中、余分な熱湯をおたまで鍋からす
くっていて目測を誤り、左手にかけて
しまい、左手親指第一関節付近を火傷
した。

・・焦って作業し、目測を誤った。
・・お湯の量を加減する。
・・コンロ回り等火をつかう場合は特に
落ち着いた作業を心がける。

傷害事故

発生日時 発生状況 原因と対策
令和３年
５月12日
76歳男性

田植え作業中、田植え機に育苗箱をセ
ットしている時、目測を誤り側溝に落
下し尻もちをつき圧迫骨折した。

・・焦って作業し、目測を誤った。
・・落ち着いて作業する。
・・気持ちと体力の差を意識する。

令和３年
５月26日
76歳女性

作業開始前、現場へ徒歩で移動中転倒
し、両手・あご等を打撲。左手首を骨
折した。

・・筋力、バランス感覚、視力などの低
下により、転倒しやすくなっている
ことを意識し、周囲の環境に注意し、
日頃から適度な運動を心がける。

令和３年
６月25日
82歳男性

軽トラの荷台で収穫した大根を受け取
る作業中、車が合図なく動いたため転
落し、右手をつき手首を骨折した。

・・同様の作業を行う際は、声がけ、合
図を徹底するよう、就業先にお願い
する。

損害事故

発生日時 発生状況 原因と対策
令和３年
６月３日
71歳男性

草刈作業中、飛石により自動車のバッ
クドアガラスを破損した。

・・アスファルト舗装上だったので、飛
散防止の養生をしなかった。

・・周囲の状況を確認し、人、車、建物
等がある場合は必ず養生する。

■令和２年度　第６回理事会（令和３年１月28日開催）
協議事項
第14号議案　令和２年度収支予算書（補正１）について
　原案どおり可決承認されました。
報告事項
・新入会員について
　新入会員12名の報告がされました
・事業実施状況報告について
　令和２年４月～12月の事業実施と事業進捗状況が報告
されました。
・令和２年度中間監査の結果について
・事故報告について
・各委員会の報告について
・その他

■令和２年度 第７回理事会（令和３年３月19日開催）
協議事項
第15号議案　令和３年度事業計画書（案）について
　原案どおり可決承認されました。
第16号議案　令和３年度収支予算書（案）について
　原案どおり可決承認されました。
第17号議案　役員等費用弁償規程の一部改正について
　原案どおり可決承認されました。
第18号議案　職員給与規程の一部改正について
（期末手当支給月数の変更について）
　原案どおり可決承認されました。
第19号議案　職員給与規程の一部改正について
（管理職手当の追加について）
　原案どおり可決承認されました。
第20号議案　令和３年度事務局の体制について
　原案どおり可決承認されました。
第21号議案　令和３年度定時総会の開催日程及び協議事項について
　定時総会を、６月17日午後１時30分よりアトラーム酒
田で開催することに決定しました。
報告事項
・新入会員について

　新入会員10名の報告がされました。
・事業実施状況報告について
　令和２年４月～令和３年２月の事業実施と事業進捗状
況が報告されました
・定款第22条に基づく、理事長・副理事長の職務執行状況の報告について
・事故報告について
・各委員会の報告について
・その他

■令和３年度 第１回理事会（令和３年５月21日開催）
協議事項
第１号議案　賛助会員の承認について
　２法人、２個人が承認されました。
第２号議案　令和２年度事業報告書の承認について
　原案どおり可決承認されました。
第３号議案　令和２年度収支決算書（損益ベース）及び
関係財務諸表の承認について－収支決算書及び関係財務
諸表の監査報告－
　原案どおり可決承認されました。
第４号議案　令和３年度　定時総会の招集等に関する事
項について
　令和３年度の総会については、会員の健康と安全を第
一に考え、委任状による代理権行使とすることにした。
第５号議案　令和３年度定時総会における表彰者につい
て
　原案どおり可決承認されました。
第６号議案　役員賠償責任保険契約の締結について
　原案どおり可決承認されました。
報告事項
・新入会員について
　新入会員55名の報告がされました。
・事業実施状況報告について
　令和２年４月～令和３年３月及び令和３年４月の事業
実施と事業進捗状況が報告されました。
・事故報告について
・各委員会の報告について
・その他

理 事 会 報 告

業
務
係
長
　
五
十
嵐
千
恵

　

７
月
は
「
安
全
就
業
強
化
月
間
」
で
す
。
暑
さ
に
よ
り
、
体
力
が
消
耗

し
集
中
力
や
注
意
力
が
低
下
し
、
事
故
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
事
故

の
多
く
が
不
注
意
や
、
些
細
な
注
意
不
足
が
原
因
で
起
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
か
ら
転
落
、
転
倒
に
よ
り
骨
折
す
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

骨
折
す
る
と
治
り
に
く
く
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
治
療
が
長
期
化
し
、

就
業
で
き
な
い
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
慣
れ
た
作
業
で
あ
っ
て

も
手
順
を
守
り
、「
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
」「
過
信
は
厳
禁
」
を
基
本

に
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

安
全
就
業
だ
よ
り
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緑ケ丘

佐藤　勝見

みずほ

本間　末子

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
お
若
い
お
２
人
か
ら
感
想
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
が
入
会
し
て
10
年
に
な
り
ま
し
た

が
、
長
い
よ
う
で
短
い
よ
う
で
︙

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
た

の
は
失
業
保
険
の
た
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
通
っ
て
い
た
時
で
し
た
。
約
半
年

た
っ
た
頃
、
元
職
場
の
先
輩
か
ら
シ
ル

バ
ー
に
来
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
す
ぐ
に

入
会
し
ま
し
た
。
そ
し
て
障
子
襖
張
り

の
仕
事
に
つ
く
事
が
出
来
、
大
変
有
難

く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
も
仕
事
が
あ
る

度
に
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
仕
事
仲

間
に
も
恵
ま
れ
嬉
し
い
限
り
で
す
。
ま

た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
様
々

な
仕
事
が
あ
り
大
変
驚
い
て
い
ま
す
。

私
は
他
に
ア
パ
ー
ト
の
共
用
部
分
と
ガ

ラ
ス
拭
き
の
清
掃
の
仕
事
も
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
身
体
に
気
を
つ
け
て
頑

張
り
ま
す
。

　

定
年
退
職
し
て
２
か
月
が
過
ぎ
た
頃
、

何
ん
の
芸
も
な
い
私
は
、
退
屈
す
ぎ
て

身
も
心
も
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い

た
時
、
主
人
の
知
り
合
い
の
方
が
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
お
仕
事
を
し
て

居
ら
れ
る
と
言
う
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し

早
速
入
会
し
ま
し
た
。

　

当
時
Ｔ
Ｙ
さ
ん
と
言
う
先
輩
に
出
会

い
、
冬
が
近
く
な
る
と
つ
ぼ
木
の
囲
い
、

春
に
な
れ
ば
種
ま
き
、
田
植
え
、
梨
の

花
粉
付
け
等
の
仕
事
を
経
験
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
個
人
宅
の
手
取
り
除
草

に
専
念
し
て
居
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
限
り
頑
張

り
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

寄
稿

会
員
表
彰
を
受
賞
し
て

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

職名 氏名 業務内容
事務局長 髙橋　　純 総括

業務係長 五十嵐千恵
業務全般・
安全就業
推進委員

業務主任 栗田　　大 業務全般
主　　事 佐藤　祥崇 業務全般

嘱託職員 鈴木　恵美 経理事務・
庶務

嘱託職員 佐藤　鏗爾 業務全般・
施設管理

嘱託職員 岡部　　修 業務全般・
施設管理

嘱託職員 澁谷三重子
高齢者活用生活援
助サービス・福祉
家事援助サービス

嘱託職員 石井　清彦 経理事務・
庶務

嘱託職員 堀　　宏樹 公園緑地
管理専門員

法　人　　株式会社 託人會様　　特定非営利活動法人 がくほれんwith酒田様
　　　　　社会福祉法人 さくら福祉会様　　庄内園芸緑化 株式会社様
　　　　　明徴出版 有限会社様　　荘内不動産 株式会社様
　　　　　株式会社 翔陽会様
個　人　　三浦　勝昭様（ケアサポートひばり 有限会社）
　　　　　相蘇　　尚様

賛助会員賛助会員
のご紹介のご紹介

事務局紹介（令和３年６月１日）職務分担表（令和３年４月より）
職群 担当

リーダー 補　　佐
庭木剪定 五十嵐 栗田・佐藤（祥）
機械刈除草 栗田 五十嵐・佐藤（祥）
手取り
除草

市道・寺 佐藤（鏗） 岡部・栗田
一般家庭 岡部 栗田・佐藤（祥）

消毒 栗田 佐藤（祥）
農作業 佐藤（祥） 五十嵐
派遣 髙橋 五十嵐・栗田・佐藤（祥）
福祉家事 澁谷 その都度
軽度生活援助 五十嵐 その都度
施設管理 佐藤（鏗）・岡部 その都度
駐車場整理 澁谷 その都度
障子・襖 佐藤（鏗） その都度
筆耕 佐藤（鏗） その都度
大工仕事 栗田 その都度
公園緑地等維持管理 栗田・佐藤（鏗）・髙橋 その都度
市のトイレ関係等 栗田 その都度
一般作業・その他（会場設営等） 五十嵐 その都度
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高齢者の日常の「新しい生活様式」の実践高齢者の日常の「新しい生活様式」の実践
　高齢者には新型コロナウイルス感染症にかからない、
周りの人にうつさないために日常で「新しい生活様式」
の実践と、フレイルが進まないために適度な運動を行
い、栄養バランスの良い食事をとり、心の健康（メン
タルヘルス）を保ち、質の良い睡眠が求められます。

１．適度な運動
　新型コロナウイルス感染症にかからない・うつさな
いために外出を控え、動かない不活発な生活が続くこ
とにより、心と体の機能が低下してフレイル（虚弱）
になることが心配されます。自宅内での軽い運動や屋
外での散歩を適度に行い、身体を動かすことを心掛け
てください。また、自宅の片付けや掃除も結構な運動
量になります。また、これから暑くなるにつれ熱中症
への注意が必要になります。こまめな水分摂取と、室
内の温度調整を行ってください。
座っている時間を少なくしましょう！
　立ったり歩いたりする時間を増やすことも大切です。
テレビのコマーシャル中に足踏みしてみるなど身体を
動かしてください。また、自宅の片付けや掃除も結構
な運動量になります。
筋肉を維持しましょう！
　関節も固くならないように気を付けてラジオ体操の
ような家の中でできる運動でも、筋肉の衰え予防に役
立ちます。スクワットなど足腰の筋肉を強くするレジ
スタンス運動や室内の階段の上り降りも有効です。
日の当たるところで散歩くらいの運動を心掛けましょ
う！
　天気が良ければ、屋外など開放された場所で身体を
動かしましょう。散歩はお勧めです。ただし、人混み
は避けましょう

２．栄養バランスの良い食事
　低栄養を予防し、免疫力を低下させないために、多
様性に富んだ食事を三食欠かさず食べることを意識し
てください。免疫力を維持することにも役立ちます。
さらに身体（特に筋肉）を作る大切な栄養素であるた
んぱく質をしっかりとることが大切です。
　また、毎食後、寝る前に歯を磨きましょう！そして、
お口周りの筋肉を保ちましょう。

３．心の健康（メンタルヘルス）
電話・メールでの人との交流
　高齢者は人との交流はとても大切です。
　緊急事態宣言が解除されてからも、感染症にかから
ないために外出を控えたり、人と会う機会が減ったり
することで、孤独感やストレス、不安を感じている方
もいらっしゃるかもしれません。

高齢者版：新型コロナウイルスにかからない・うつさないための「新しい生活様式」高齢者版：新型コロナウイルスにかからない・うつさないための「新しい生活様式」

　このような状況では、安心できる人と話したり笑っ
たりすることで、気持ちが楽になります。感染症対策
のため、直接会って話をすることは難しくても、電話
やテレビ電話、オンライン通話、SNS（LINE®などの
ソーシャルネットワークサービス）などを使って、家
族や友だちと連絡を取り気持ちを言葉にして共有する
ことが大切です。安心できる人とつながっていること
は、心の安定につながります。
情報に振り回されない
　また、テレビやインターネットで流れる新型コロナ
ウイルス感染症に関する根拠のないうわさ話に振り回
されたり、番組に出演するコメンテーターの根拠のな
い不安をあおるような発言に惑わされないように、時
にはテレビのスイッチを消したり、スマートフォンの
電源を落とすことも、不安の解消にもつながります。

４． 質の良い睡眠
　新型コロナウイルス感染症の影響で自宅で過ごす方
に対しても、ストレスを最小限にし、社会生活に支障
を及ぼさないために睡眠のコントロールは重要である
ことが報告されています。睡眠は心身の回復を図る働
きがあり、毎日の健康を保つための大切な時間です。

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐための「新しい
生活様式」における熱中症予防のポイント

⑴ マスクの着用について
　高温・多湿のときのマスク着用は、熱中症の危険
性が高くなります。屋外で人と少なくとも２メート
ル以上離れている時は、マスクをはずすようにしま
しょう。また、周囲の人との距離を十分にとれる場
所で、マスクを一時的にはずして休憩することも必
要です。

⑵ 水分補給
　のどが渇いていなくてもこまめに水分補給を心が
けましょう。１日あたり1.2リットルの水分補給が
目安です。

⑶ エアコンの使用について
　一般的な家庭用エアコンは、空気を循環させるだ
けで換気を行っていません。新型コロナウイルス対
策のためには、冷房時でも窓開放や換気扇によって
換気を行う必要があります。

⑷ 涼しい場所への移動について
　少しでも体調に異変を感じたら、速やかに涼しい
場所に移動しましょう。

⑸ 日頃の健康管理
　毎朝の定時の体温測定や健康チェックを心掛けま
しょう。平熱を知っておくことで、発熱に早く気づ
くこともできます。

　皆さん、もうワクチンの接種は終わりましたか？接種後の体調はいかがですか？まだ、接種が終わらない方も予約が済
めば少し気が楽になると思います。コロナ禍も２年目に入り、私たちの日常生活におけるマスク・手洗い・三密回避など
の行動様式も定着したように見えます。しかし、一番困るのはテレビ、新聞などにあふれかえるコロナ情報が、実はさっ
ぱり分からず、逆に混乱しているのが本当のところではないでしょうか。
　ここにご紹介する記事は、公益財団法人長寿科学振興財団 健康長寿ネット https://www.tyojyu.or.jp/net/ より
転載許可をいただきました。分かり易くバランスの取れた内容ですので大変参考になると思います。
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　私が子供の頃、憧れていたのは、「英雄」「ヒーロー」
でした。まだテレビが一般家庭に普及していない時
代、台町の映画館港座の向かいに、雑貨や食料品を
売る店があり、商品を何円か買うと、テレビを見せ
てくれる店でした。私の家は近かったので、しょっ
ちゅうテレビを見に行ってました。当時見ていたの
が「月光仮面

メン

」でした。月光仮面の様に、強く優し
くなりたい、と子供心に思ってました。今考えると、
とんでもない夢でした。あと「ハリマオ」も見てま
した。
　映画館では、中央座で上映された「赤胴鈴之助」
を父親と初めて観た事です。当時父親は仕事が忙し
く、中々一緒に行く事が出来なかったので、帰りに
「朝日屋」でおやきを買って食べた事を忘れられま
せん。　　　　　　　　　　　　＜コーセンさん＞

▶ コロナ禍で確認できない…ザンネン？◀ 
　『メン』と言えば、そりゃあイケメンでしょう。
ひと昔前は流行しましたよね。「ラーメン つけ麺 
僕イケメン」子ども達もよく言っていました。
　昔はモテたのに…と言っている男性の原因３点
・モテていた時、若い女性ばかり相手にしていた
・自分に好意を持っている女性のみ有効なコミュニ
ケーションをしている

・自分の魅力が劣化した
やはり年をとっても常に自分を向上させる意識をも
つことが大切なのだそうです。二枚目という言葉は
歌舞伎（江戸時代）から使われ始めたとか。

＜メンくいばぁば＞

　メン？辞書で見ると綿、面、免、棉、麺、他にも見
た事のない漢字がずらりと。綿棒、面子、免許、棉花、
麺類。やはり麺

メン

類がぴったり来ますね。うどん、そば、
ラーメン、パスタも？読者の皆さんはどれがお好きで
すか？
　もし私がそういう質問をされたら、う～ん、迷います。
　実は我が家の昼食は原則麺類。焼きそば、焼うど
んも登場しますし、今はそーめん、冷やし中華も出番
待ちです。
　酒田の麺と言えば酒田ラーメン。酒田そばは聞い
た事がない。そうだ、むきそばが酒田のものでしたね。
でもむきそばだけは好きになれない私。この世にむき
そばを大好きな人がいるのかしら？と常々首を傾げて
います。（失礼！）
　日本の真ん中、名古屋に住んでいる友人がうどん
のカップ麺を東西食べ比べて西側に軍配を上げてい
ましたので、早速私も関西の友人に頼んで取り寄せて
みました。私も西に軍配でした。＜～おケイさん～＞

　我が家のメンご（かわいい）小とら（猫）紹介
　年齢14歳・間違っても美男子とはいえないトラ
柄の雄猫。しかし気位が高く自分の信念を曲げず、
決して飼い主の言いなりにはならないボス的性格の
持ち主。昨今、猫の放し飼いが、近所迷惑だとお叱
りを受ける。それはふん尿のせいだ。それからは紐
付きで、行動範囲も我が家の敷地内に限られ、それ
に他の猫と喧嘩をするので監視付き。全く自由を奪
われた環境だ。
　しかし我が家にとって家族の一員である。外から
帰ってくるとニャンと玄関に出迎えてくれる。姿が
見えないと「小とら」どこにいるか探す始末だ。
　歳のせいか睡眠時間が長くなり、一日のほとんど
がお気に入りの椅子の座布団のうえで寝ている。飼
い主である私も暇さえあれば寝てしまう。これも歳
のせいか、似た者同士と納得できる。　　＜猫爺＞

　日頃胸中に秘めていたバカ話、無駄話を発表
するコーナーです。第１回目のお題は「メンと
言えば！」です。有志の方に無理にお願いいた
しましたが、いかがでしょうか？

　第２回目のお題は「あなたは猫派、犬派、それとも？」
です。締切は特に設けませんので、封筒の表に「会報
原稿」と記入して、事務所または旧支所ポストに投入
して下さい。

日常茶　 事日常茶　 事日常茶　 事番

毎日５分でできる
　　「生き生き安全体操」

加齢とともに進行する身体強度や運動機能の低下の予防は、転倒災害の予防になります。

つま先立ち・かかと立ちつま先立ち・かかと立ち つま先立ち・かかと立ち４回×２セット

▼決して無理はしないで、できる範囲でやってみましょう‼▼ 

効　　果

転倒予防体操

①〈つま先立ち〉 ②〈かかと立ち〉
①つま先立ちをする。
②かかと立ちをする。
③交互に４回する。

かかと立ちをする
前脛骨筋（すねの筋肉）
の強化
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「
手
習
い
」
と
聞

く
と
優
雅
に
聞
こ
え

ま
す
が
、
私
に
と
っ

て
は
こ
の
３
月
か
ら

の
３
ケ
月
間
は
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
の
連
続
で
し
た
。
昨
年
10
月
か

ら
縁
あ
っ
て
介
護
施
設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

へ
の
勤
務
が
原
因
で
す
。
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
分
野
な
の
で
与
え
ら
れ
た
仕
事
を

覚
え
る
の
に
必
死
で
し
た
。
次
に
利
用
者

の
方
の
顔
と
名
前
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
大
変
で
今
で
も
「
誰
だ

っ
け
な
あ
」
と
い
う
感
じ
で
す
。
段
々
慣

れ
て
く
る
と
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

目
標
に
す
べ
く
「
ニ
チ
イ
」
の
講
座
を
受

講
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
16
日
間
で
テ
キ
ス
ト

５
冊
を
終
了
。
最
後
の
２
日
間
は
知
識
と

技
術
の
テ
ス
ト
。
70
点
以
上
な
い
と
最
後

の
修
了
試
験
に
臨
め
ま
せ
ん
。「
会
社
か
ら

の
指
示
」「
合
格
し
た
ら
採
用
」
の
方
も
お

り
、
改
め
て
資
格
の
重
要
性
を
実
感
し
ま

し
た
。
数
十
年
振
り
か
の
試
験
勉
強
、
記

憶
力
の
減
退
は
著
し
く
、
受
講
す
れ
ば
合

格
出
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
安
易
な
考
え
は

見
事
撃
沈
。
図
書
館
に
通
い
な
が
ら
勉
強

し
何
と
か
合
格
。「
ヤ
ッ
タ
ー
こ
れ
で
も
う

勉
強
し
な
く
て
い
い
」
が
第
一
声
で
し
た
。

　

知
人
か
ら
の
紹
介

で
、
バ
リ
バ
リ
の
農

業
者
で
あ
る
私
が
こ

の
４
月
か
ら
シ
ル
バ

ー
の
会
員
に
な
り
週
２
回
保
育
士
と
し
て

働
い
て
い
る
。
半
世
紀
ぶ
り
に
資
格
証
明

書
を
手
に
し
、
複
雑
な
思
い
で
の
第
一
歩

で
あ
っ
た
。

　

農
業
を
通
し
て
、
多
く
の
仲
間
と
一
緒
に

「
畑
と
き
っ
ち
ん
の
交
流
会
」「
き
っ
ち
ん
Ｂ

Ｏ
Ｘ
」
等
々
、
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
農

業
理
解
や
食
︵
生
命
︶
の
大
切
さ
な
ど
伝

え
て
き
た
。
又
「
グ
リ
ー
ン
・ツ
ー
リ
ズ
ム
」

で
は
、
消
費
者
か
ら
農
場
に
き
て
頂
き
体

験
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
活
動
は
、
福

祉
施
設
で
も
生
か
せ
る
の
で
は
と
思
う
。

　

久
々
に
組
織
の
中
で
働
く
こ
と
の
難
し
さ

や
、
お
互
い
に
認
め
合
い
な
が
ら
協
調
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
。
一

人
一
人
の
子
供
の
可
能
性
を
見
い
出
す
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
接
し
ど
ん
な
言
葉
か
け
が

大
切
で
あ
る
の
か
、
問
わ
れ
る
日
々
で
あ
る
。

　
「
子
供
の
自
立
が
目
的
で
す
」
と
い
う
施

設
長
の
言
葉
通
り
、
私
も
自
立
で
す
。

幸
町

佐
藤
　
達
子

藤
塚

堀
　
　
周
子

六
〇
の
手
習
い

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
子
供
の
自
立

事

務

局

通

信

◎
退
職
（
令
和
３
年
３
月
31
日
付
）

　

嘱
託
職
員　
　
　
　
　
　

伊
藤　

達
也

◎
採
用
（
令
和
３
年
６
月
１
日
付
）

　

嘱
託
職
員　
　
　
　
　
　

堀　
　

宏
樹

■
人
事
異
動

●
配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

請
負
・
委
任
契
約
で
就
業
さ
れ
て
い
る

会
員
は
「
個
人
事
業
主
」
で
あ
り
、
セ
ン

タ
ー
か
ら
支
払
わ
れ
る
配
分
金
に
は
消
費

税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

「
個
人
事
業
主
」
に
は
納
税
義
務
が
あ

り
ま
す
が
、
収
入
︵
配
分
金
の
証
明
額
︶

が
年
間
１
千
万
円
以
下
の
場
合
は
「
免
税

事
業
者
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、

申
告
納
付
は
免
除
さ
れ
、
納
税
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
配
分
金

に
係
る
消
費
税
の
取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。︵
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︶

●
作
業
日
報
に
つ
い
て

　

作
業
日
報
は
発
注
者
様
へ
の
契
約
金
額

の
請
求
、
会
員
の
皆
様
の
配
分
金
の
根
拠

と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。
会
員
番
号
・

会
員
名
︵
押
印
︶・
作
業
時
間
・
作
業
内

容
や
使
っ
た
機
械
な
ど
も
記
入
漏
れ
が
な

■
会
員
の
皆
様
へ

安
全
就
業
標
語
の
募
集

　（
公
社
）山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
で
は
、
安
全
就
業
を
テ
ー
マ
に

し
た「
安
全
標
語
」を
募
集
し
ま
す
。

●

題
　
　
材
　
高
年
齢
者
の
安
全
就
業
に

関
す
る
も
の
で
未
発
表
の
も
の
と
す
る
。

●

締
　
　
切
　
令
和
３
年
８
月
13
日
㈮

●

応
募
要
領
　
用
紙
な
ど
に
ご
記
入
頂
き
、

当
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

●

入
選
作
品
　
最
優
秀
作
品
１
編
、
優
秀

作
品
２
編
、
佳
作
５
編
程
度
を
選
考
し
、

安
全
就
業
推
進
大
会
で
記
念
品
を
贈
呈

し
表
彰
し
ま
す
。


































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い
よ
う
に
確
実
に
記
入
し
、
作
業
終
了
後
、

発
注
者
様
か
ら
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
う

え
で
押
印
ま
た
は
サ
イ
ン
を
受
け
て
下
さ

い
。
単
発
就
業
の
場
合
は
終
わ
り
次
第
、

継
続
就
業
の
場
合
は
翌
月
の
３
日
ま
で
に

提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

齋
藤
宗
五
郎
さ
ん（
七
十
二
歳
）３
年
２
月

太
田
　
節
子
さ
ん（
七
十
一
歳
）３
年
４
月

山
本
由
木
子
さ
ん（
七
十
二
歳
）３
年
５
月

真
田
　
久
夫
さ
ん（
七
十
二
歳
）３
年
６
月

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
　
報

⑺



　

会
報
前
号
で
昔
の
建
築
物
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
当
セ
ン
タ
ー
敷
地

に
は
琢
成
第
一
分
校
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
少
し
調
べ
て
み
る
と
、
明

治
17
年
１
月
に
現
在
地
に
開
校
し
、
明
治

34
年
４
月
に
酒
田
第
一
尋
常
小
学
校
と
改

称
後
、
昭
和
11
年
７
月
に
浜
田
に
移
転
す

る
ま
で
52
年
間
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
児
童
数
一
千
余
名
に
な
り
、
手

狭
に
な
っ
た
た
め
移
転
し
た
の
で
し
た
。

　

こ
れ
が
現
在
の
浜
田
小
学
校
の
前
身
で
す
。 　

小
学
校
移
転
後
は
様
々
な
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
て
来
た
明
治
29
年
６
月
完
成
の

旧
校
舎
は
、
昭
和
38
年
５
月
14
日
未
明
に

火
災
に
遭
い
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
跡
地
に
昭
和
47
年
２
月
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
49
年
８
月
に
は
母

子
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
６
月
に
こ
の
母
子
福
祉
セ
ン
タ

ー
跡
に
、
当
セ
ン
タ
ー
事
務
所
が
移
転
し

て
来
ま
し
た
。

酒
田
今
昔
余
話

施設清掃 5/12施設清掃 5/12

出前交通安全講習出前交通安全講習 6/24 6/24

　

皆
様
の
お
蔭
で
今
回
﹃
シ
ル
バ
ー
酒

田
﹄
は
、
発
刊
１
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
１
号
か
ら
99
号

迄
見
る
と
、
現
在
に
至
る
酒
田
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
生
い
立
ち
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
先
輩
の
方
々
の
御
苦
労
を
垣
間

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
◆
３
度
に
わ
た

る
事
務
所
移
転
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
八

幡
・
平
田
・
松
山
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
統
合
で
支
所
を
開
設
し
、
最
終
的
に

は
酒
田
へ
窓
口
業
務
が
一
本
化
。
又
、
新

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
伴
い

－

収
支

相
償
の
原
則

－

が
法
制
化
さ
れ
、
経
営
は

よ
り
難
し
く
な
り
ま
し
た
◆
会
報
で
は
表

紙
の
写
真
・
案
内
文
を
、
酒
田
の
観
光
地
、

会
員
の
作
業
風
景
等
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

紹
介
し
て
い
る
。
記
事
内
容
に
つ
い
て
は
、

︻
私
の
青
春
時
代
︼
会
員
の
寄
稿
文
が
21

回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
さ
れ
好
評
で
し
た
◆

会
報
の
役
割
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
会

員
︵
読
者
︶
に
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
頂

く
こ
と
。
会
報
委
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
寄
稿
文
・
写
真
等
、
会
員
参
加
型
の
紙

面
が
多
く
な
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。︵
小
林
︶

写真で見る
 「番外」皆さんマスクをしてね！ 「番外」皆さんマスクをしてね！

 「番外」お向かいが神宿 5/20 「番外」お向かいが神宿 5/20

 「月間シルバー」取材 5/20 「月間シルバー」取材 5/20

草刈講習会 4/21草刈講習会 4/21

大通り緑地清掃大通り緑地清掃 7/1 7/1

2021 この半年2021 この半年

みんなみんな
がんばった!

!
がんばった!
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編
集
後
記

酒田第一尋常小学校
 （写真提供・　　　　
　　　酒田市立資料館）
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